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研究成果の概要（和文）：少数の研究者間でのフィールドデータの共有を実現し、一部のデータは構造化して公
開した (a)。フィールド調査のメタデータ構造をRDF化したモデル (b)、方言談話資料と辞書のTEI構造化を提案
し、学会で発表した (c)。定期的な会合を行い、調査データのTEI構造化、データベース化、現地との協力体
制、データの共有システム、メタデータなどについて議論を行った。 また、特に日本本土の方言の言語コード
が不足しているため、言語コードをどのように設定すれば良いかという議論を方言研究者、規格化の専門家など
を交えて行った。

研究成果の概要（英文）：We realized the sharing of field data among a small number of researchers 
and made part of the data structured and publicly available (a). We proposed a model for RDF 
conversion of field survey metadata structures (b) and TEI structuring of dialect discourse 
materials and dictionaries, and presented it at a conference (c). Regular meetings were held to 
discuss the TEI structuring of survey data, database creation, cooperation frameworks with local 
communities, data sharing systems, and metadata. Additionally, since there is a shortage of language
 codes for dialects, particularly those of mainland Japan, we held discussions with dialect 
researchers and standardization experts on how to set these language codes.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
データ共有のモデルケースを作ったことにより、研究データがオープンになるための仕組みに貢献できた。ま
た、地域のデータがオープンになることで、地元の人々を中心とする市民にもデータを共有することができるよ
うになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国内の言語学・方言学では一般的に、個々の言語学者が自分のフィールドデータを管理、研
究で利用し、他の研究者がこの研究成果の妥当性を詳細に検討するためには、自分自身がそ
のフィールドに行って調査するか、個人的にデータをコピーさせてもらうしかない。このよ
うな慣習には、特に消滅危機言語・方言を研究する上で以下のような問題点がある。1. 研
究者の主張の妥当性を確かめることが困難で、再現性も担保されない。2. 消滅危機言語・
方言は、一部地域で話されている話者数の少ない言語でもあり、研究の再現性のために複数
の研究者が同じ話者に調査協力を依頼すると話者の負担が増す。3. 個々の研究者が「デー
タを囲い込んでいる」ことが問題だが、研究者の問題であるとも言い切れず、フィールドデ
ータを発表しても業績にならないので発表する動機づけがないという構造的な問題をはら
んでいる。4. 語彙リストや談話資料は業績となりうるが、発表媒体が主に紙であり、音声・
動画の公開は研究者の技術に制約されやすく、また公開しても業績にならないので、公開す
る動機づけがない。5. 電子ジャーナルとして語彙リストや談話資料が公開されることもあ
るが、フォーマットは pdf が主流であり、定量的な分析に向かない。6. 調査に協力した話者
を含むコミュニティへのデータの還元がなく、地元の言語や文化の継承に貢献できない。 

上述の問題を解決するためには、日本国内にデジタルアーカイブができる設備が必要で あ
る。 
 
２．研究の目的 
その第 1 歩として以下を遂行することを、本プロジェクトの目標とする。 
(a) 少数の研究者間でのフィールドデータの電子的共有 (1, 2 の解決策) 
(b) 共通メタデータの提案・改良 (1, 2 の解決策) 
(c) 電子ジャーナル以外でのデータの公開方法、引用方法の検討 (3, 4, 5, 6 の解決策) (d) 
地域との協働 (6 の解決策) 
 
３．研究の方法 
少数の研究者間でのフィールドデータの共有を実現し、一部のデータは構造化して公開した (a)。
フィールド調査のメタデータ構造を RDF 化したモデル (b)、方言談話資料と辞書の TEI 構造化
を提案し、学会で発表した (c)。定期的な会合を行い、調査データの TEI 構造化、データベース
化、現地との協力体制、データの共有システム、メタデータなどについて議論を行った。 また、
特に日本本土の方言の言語コードが不足しているため、言語コードをどのように設定すれば良
いかという議論を方言研究者、規格化の専門家などを交えて行った。 
 
４．研究成果 
研究成果として以下の発表を行った。 

[1] Natsuko Nakagawa,  So Miyagawa, A multi-media dictionary of endangered languages 
with TEI Lex-0: A case study of Hatoma, Yaeyama Ryukyuan, Joint MEC TEI conference 
2023, 2023/9/7, 査読有.) 
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in Computational Linguistic Typology and Multilingual NLP,  2024. 
https://aclanthology.org/2024.sigtyp-1.7 

[13] 中川 奈津子, 岡田 一祐, 永崎 研宣, 北崎 勇帆, 王 一凡, 曹 芳慧, 藤原 静香, 塚越 柚
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